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【
第
二
回
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係（
交
流
）史
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

李イ
・
致チ

萬マ
ン

教
授
「
三
・
一
運
動
の
準
備
過
程
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
」
へ
の
応
答

松　

谷　

好　

明

Ⅰ
．
は
じ
め
に
――
「
私
と
韓
国
」
の
個
人
史

日
本
と
韓
国
の
間
に
は
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
長
く
激
し
い
論
争
と
意
識
的
、
無
意
識
的
な
心
理
上
の
問
題
が
存
在
す
る
た
め
、
日
韓
双
方

の
研
究
者
の
間
の
対
話
や
共
同
研
究
が
し
ば
し
ば
相
互
不
信
を
増
強
し
、
不
毛
に
終
わ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
者
間
、

牧
師
・
神
学
者
間
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
極
め
て
重
要
か
つ
敏
感
な
問
題
を
取
り
扱
う
本
セ
ミ
ナ
ー
が
そ
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
こ
と

な
く
、
学
問
的
、
信
仰
的
実
り
を
結
ぶ
た
め
に
は
、
双
方
の
間
の
人
間
的
な
信
頼
関
係
の
構
築
が
特
に
要
請
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

こ
と
が
念
頭
に
あ
る
た
め
私
は
、
李
教
授
の
報
告
に
対
す
る
応
答
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
背
景
な
い
し
心
象
風
景
を
も
っ
て
そ

れ
を
な
す
か
を
参
加
者
の
皆
様
に
あ
る
程
度
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
「
私
と
韓
国
」
の
個
人
史
を
ま
ず
お
話
し
し
た
い
と
思
う
。

私
は
一
九
四
四
年
一
二
月
に
福
島
県
福
島
市
（
今
、
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
問
題
が
深
刻
な
所
）
生
ま
れ
育
っ

た
。
小
学
生
の
頃
、
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
服
を
身
に
ま
と
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
屑
集
め
を
し
な
が
ら
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
街
の
中
を
歩
い
て
い
る
姿
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169 李致萬教授報告への応答

を
よ
く
見
か
け
た
。
悪
童
た
ち
は
「
朝
鮮
ば
っ
ぱ
、
朝
鮮
ば
っ
ぱ
」（
ば
っ
ぱ
、
は
「
お
ば
あ
さ
ん
」
を
乱
暴
に
指
す
こ
と
ば
）
と
騒
ぎ
た

て
た
が
、
お
ば
あ
さ
ん
は
い
つ
も
悲
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
た
ま
ま
黙
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
い
た
。

一
一
歳
か
一
二
歳
の
頃
、
す
な
わ
ち
一
九
五
六
、
七
年
の
頃
、
我
々
男
子
生
徒
の
一
部
は
、
放
課
後
に
な
る
と
急
い
で
家
に
戻
り
、
磁
石

を
手
に
し
て
道
路
や
側
溝
に
落
ち
て
い
る
釘
、
針
金
、
銅
線
を
拾
い
集
め
、
買
い
取
り
業
者
に
売
っ
て
小
遣
い
稼
ぎ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
後
年
、
そ
れ
は
朝
鮮
戦
争
の
た
め
に
日
本
で
武
器
、
弾
薬
を
作
る
鉄
、
銅
が
不
足
し
て
い
た
た
め
だ
と
知
っ
た
。

同
じ
頃
、
私
は
初
め
て
東
京
の
叔
父
・
叔
母
の
家
に
遊
び
に
行
っ
た
。
中
央
線
の
飯
田
橋
駅
の
近
く
だ
っ
た
が
、
少
し
歩
い
て
行
く
と
後

楽
園
野
球
場
の
裏
か
ら
小
石
川
植
物
園
に
か
け
て
掘
立
小
屋
が
密
集
し
て
い
た
。
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
数
で
、
叔
父
・
叔
母
は
「
あ
れ
は

朝
鮮
人
部
落
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
七
、八
年
後
に
行
っ
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
無
く
な
っ
て
い
た
。

中
学
生
の
と
き
、
旺
文
社
が
出
し
て
い
る
月
刊
雑
誌
で
た
ま
た
ま
、
東
京
で
起
こ
っ
た
小
松
川
女
子
高
校
生
殺
人
事
件
の
犯
人
、
李
珍
宇

の
成
長
歴
を
読
み
、
強
い
衝
撃
を
受
け
た
。
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
（
歴
史
的
な
も
の
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
こ
の
呼
称
を
用
い
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
）
の
存
在
と
境
遇
、
彼
ら
へ
の
過
酷
な
差
別
の
実
態
を
初
め
て
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

高
校
生
に
な
り
初
め
て
英
語
弁
論
大
会
に
出
て
賞
を
得
た
時
私
が
主
題
に
選
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
小
松
川
女
子
高
校
生
殺
人
事
件
の

背
後
に
あ
る
民
族
差
別
と
貧
困
の
問
題
だ
っ
た
。
そ
の
頃
読
み
、
そ
の
後
何
度
も
読
み
返
し
、
映
画
で
も
観
た
、
五
味
川
純
平
の
小
説
『
人

間
の
条
件
』
に
は
、
戦
前
の
「
満
州
」
の
日
本
軍
宿
営
・
鉱
山
に
お
か
れ
た
慰
安
所
と
従
軍
慰
安
婦
が
描
か
れ
て
お
り
、
脳
裏
か
ら
離
れ
な

い
も
の
と
な
っ
た
。

東
京
に
お
け
る
大
学
生
時
代
に
は
、
関
心
が
主
に
中
国
・
台
湾
に
向
か
い
、
韓
国
・
朝
鮮
問
題
を
十
分
に
学
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
神
戸
改
革
派
神
学
校
（
戦
前
の
中
央
神
学
校
）
の
神
学
生
時
代
に
は
、
否
応
な
し
に
韓
国
と
在
日
韓
国
人
の
問
題
を
突
き
つ
け
ら
れ

た
。
神
学
校
に
は
韓
国
か
ら
数
人
の
牧
師
た
ち
が
留
学
し
て
来
て
い
た
が
、
一
番
真
面
目
に
勉
強
し
て
お
ら
れ
た
牧
師
は
、
日
曜
日
に
は
在

日
大
韓
基
督
教
会
の
小
さ
な
教
会
で
説
教
を
続
け
て
い
た
。
統
合
派
の
李イ
・
権ク
ン

燮ソ
プ

先
生
で
あ
る
。
個
人
的
に
親
し
く
な
っ
た
李
先
生
か
ら
私
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は
、
韓
国
の
教
会
と
在
日
大
韓
の
教
会
の
こ
と
、
特
に
在
日
韓
国
人
に
対
す
る
日
本
人
に
よ
る
差
別
の
問
題
を
多
く
学
ん
だ
。

一
九
七
二
年
の
夏
の
終
わ
り
に
私
は
英
国
ブ
リ
ス
ト
ル
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
神
学
校
に
留
学
し
た
が
、
金
セ
イ
ユ
ン
（Seyoon K

im
  

今
で
は

世
界
的
な
新
約
学
者
に
な
っ
て
い
る
）
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
移
る
前
で
学
生
寮
に
ま
だ
い
た
。
そ
こ
で
二
、
三
週
間
の
間
彼
と
よ
く
ジ
ョ

ギ
ン
グ
し
、
そ
の
あ
と
彼
の
韓
国
論
、
北
朝
鮮
批
判
を
長
時
間
聞
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

私
が
韓
国
を
初
め
て
訪
問
し
た
の
は
留
学
か
ら
帰
っ
て
次
の
年
、
一
九
七
五
年
の
夏
の
二
週
間
（
釜
山
―
大
田
―
全
州
―
扶
余
―
ソ
ウ

ル
）
で
あ
る
が
、
ソ
ウ
ル
滞
在
中
は
先
の
李イ
・
権ク
ン

燮ソ
プ

牧
師
に
い
ろ
い
ろ
な
所
を
案
内
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、「
下
か
ら
の
目
線
で
見
る
」
韓
国

教
会
の
事
情
を
伺
っ
た
。
当
時
先
生
は
西
大
門
矯
導
所
の
チ
ャ
プ
レ
ン
と
出
獄
者
家
族
の
礼
拝
と
牧
会
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
た
。

以
来
今
日
に
至
る
ま
で
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
韓
国
を
計
一
六
、
七
回
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
幾
つ
か
だ
け
を
紹
介
し
た
い

と
思
う
。
一
九
八
七
年
二
月
二
三
日
〜
二
六
日
、
私
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
東
京
中
会
の
靖
国
神
社
問
題
特
別
委
員
会
の
訪
問
団
の
一
員
と

し
て
ソ
ウ
ル
を
訪
れ
、
こ
の
長
老
会
神
学
大
学
で
は
長
老
会
新
聞
主
幹
の
金キ
ム

在・
チ

鎬ェ
ホ

長
老
か
ら
神
社
参
拝
拒
否
の
体
験
談
、
金キ
ム
・
イ
ン
チ
ュ

仁
珠
教
授
と
そ

の
友
人
で
あ
る
朴パ
ク
・
ヒ
ョ
ウ
セ
ン

孝
生
牧
師
か
ら
「
韓
国
教
会
の
歴
史
と
課
題
」
を
伺
っ
た
。
団
と
し
て
の
訪
問
が
終
わ
っ
た
後
私
は
一
人
で
仁
川
地
域

を
回
り
、
三
・
一
独
立
記
念
日
の
主
日
に
は
朴
孝
生
牧
師
に
電
話
を
し
て
、
彼
の
教
会
、
翰
林
教
会
の
礼
拝
に
出
席
し
た
。
そ
の
後
、
朴
牧

師
の
紹
介
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
韓
国
人
牧
師
・
長
老
は
、
金キ
ム

承・
ス

台ン
テ

牧
師
、
釜
山
鎮
教
会
の
金キ
ム
・
キ
ョ
ン
ソ
ク

敬
碩
長
老
、
故
・
金キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ス

宗
秀
長
老
は
じ
め
少

な
く
な
い
。
そ
の
あ
と
月
曜
日
か
火
曜
日
に
本
神
学
大
を
再
び
訪
問
し
、
金
仁
洙
教
授
の
大
学
院
の
授
業
で
「
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
神
学

者
会
議
と
信
仰
告
白
」
に
つ
い
て
英
語
の
講
義
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

一
九
八
九
年
一
〇
月
七
〜
九
日
に
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
第
二
回
ア
ジ
ア
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
学
会
の
折
、
私
はE

cum
enical C

oncern of the 

W
estm

inster A
ssem

bly of D
ivines 

と
い
う
報
告
を
し
た
が
、
そ
の
会
の
期
間
、
ア
ジ
ア
連
合
神
学
大
学
学
長
の
韓ハ
ン

博
士
、
劉ユ
・
ク
ワ
ァ
ン
ユ
ン

光
雄
教

授
と
日
韓
の
教
会
の
諸
問
題
、
特
に
神
学
と
伝
道
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
議
論
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
学
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
私
は
な
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お
二
、
三
日
滞
在
し
、
そ
の
間
に
、
当
時
、
基
督
教
新
聞
の
編
集
局
長
を
し
て
い
た
旧
知
の
詩
人
、
金キ
ム
・
ウ
ォ
ン
シ
ク

元
植
氏
と
個
人
的
に
長
時
間
話
し

合
っ
た
。

一
九
九
八
年
五
月
二
九
〜
三
〇
日
、
天
安
の
韓
国
神
学
研
究
所
で
開
か
れ
た
韓
国
神
学
史
学
会
の
研
究
大
会
で
は
、
私
は
「
知
ら
れ
て
い

な
い
信
仰
告
白
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
告
白
――
そ
の
歴
史
的
、
批
判
的
解
釈
に
向
け
て
」
を
報
告
し
、
そ
の
中
で
韓
国
に
お
け
る

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
信
仰
告
白
の
受
容
史
を
論
じ
て
、
金
仁
洙
教
授
は
じ
め
二
十
数
人
の
韓
国
の
神
学
者
、
牧
師
の
先
生
方
と
活
発
な
議

論
を
交
わ
し
た
。

 

最
後
に
、
伝
道
者
・
研
究
者
と
な
っ
て
四
一
年
、
こ
の
間
に
私
が
韓
国
と
韓
国
教
会
、
日
韓
関
係
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問
題
に
つ
い
て

読
ん
だ
書
物
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
と
り
わ
け
閔ミ
ン
・
キ
ョ
ン
ベ

庚
培
、
李イ
・
イ
ン
ハ

仁
夏
（
在
日
大
韓
）、
土
肥
昭
夫
（
同
志
社
）、
澤
正
彦
（
韓
国
神
学

大
学
）、
飯
沼
二
郎
な
ど
の
諸
先
生
の
書
物
に
多
く
教
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
日
本
、
韓
国
、
英
国
で
出
会
っ
た
多
く
の
韓
国
人
、

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
（
本
名
を
名
乗
る
人
も
通
名
の
人
、
信
者
、
未
信
者
も
含
め
）、
と
り
わ
け
福
島
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を
主
催
し
て
い

た
七
年
間
に
一
緒
に
住
ん
だ
十
数
人
の
韓
国
の
若
者
た
ち
か
ら
直
接
、
間
接
に
学
ん
だ
こ
と
は
更
に
多
い
と
、
感
謝
を
も
っ
て
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

Ⅱ
．
李
致
萬
報
告
の
論
旨

そ
れ
で
は
本
論
に
入
る
。
李
致
萬
教
授
に
よ
る
報
告
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

ky5326aｲ･ﾁﾏﾝ応答_松谷d偶.indd   171 12.10.10   0:45:11 AM



172

 

ま
ず
報
告
の
（
Ⅰ
）「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
李
教
授
は
「
韓
民
族
独
立
運
動
史
の
金
字
塔
」
で
あ
る
三
・
一
運
動
の
全
過
程
に
お
い
て

キ
リ
ス
ト
者
が
少
な
か
ら
ぬ
寄
与
を
し
た
と
し
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
運
動
の
胎
動
・
準
備
段
階
に
絞
っ
て
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
「
キ

リ
ス
ト
教
社
会
運
動
」
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
を
論
じ
て
い
る
。

  （
Ⅱ
）「
民
族
文
化
の
抹
殺
政
策
と
キ
リ
ス
ト
教
界
の
反
感
」
に
お
い
て
李
論
文
は
ま
ず
、
三
・
一
運
動
の
内
的
原
因
お
よ
び
背
景
と
し

て
、（
1
）「
日
帝
の
武
断
的
植
民
統
治
」、（
2
）経
済
的
収
奪
、（
3
）民
族
文
化
の
抹
殺
、
の
三
点
を
挙
げ
、
キ
リ
ス
ト
教
界
の
運
動
参
加

の
契
機
と
し
て
は
、（
3
）に
特
に
関
係
が
深
い
と
し
て
、
そ
れ
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
李
論
文
に
よ
れ
ば
日
本
の

総
督
府
は
、
私
立
学
校
令
（
一
九
〇
八
）、
朝
鮮
教
育
令
（
一
九
一
一
）、
改
訂
私
立
学
校
規
則
（
一
九
一
五
）
な
ど
を
通
し
て
「
民
族
文

化
、
韓
国
語
、
韓
国
の
歴
史
な
ど
を
抹
殺
し
、
天
皇
を
崇
拝
さ
せ
、
韓
国
人
を
『
忠
良
ナ
ル
臣
民
』
と
い
う
美
名
の
下
に
、
植
民
地
の
奴
隷

に
し
よ
う
と
し
た
」
と
述
べ
る
。

総
督
府
の
こ
の
よ
う
な
方
針
に
対
し
て
韓
国
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
は
親
日
派
監
督
ハ
リ
ス
の
指
導
下
に
妥
協
的
態
度
を
取
っ
て
学
校
を
存
続

さ
せ
、
長
老
派
は
こ
れ
に
抵
抗
し
て
各
種
学
校
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
と
民
族
私
学
に
対
し
て
は
総
督
府
に

よ
る
弾
圧
政
策
が
続
き
、
い
ず
れ
も
急
減
し
て
い
っ
た
。
そ
の
反
面
、
官
・
公
立
学
校
は
拡
大
さ
れ
、
か
く
し
て
「
民
族
の
主
体
性
を
抹
殺

し
、
皇
国
臣
民
化
の
教
育
政
策
」
が
貫
徹
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
さ
れ
る
。

李
論
文
に
よ
れ
ば
、「
一
〇
五
人
事
件
」
以
後
は
教
育
分
野
だ
け
で
は
な
く
キ
リ
ス
ト
教
界
全
体
に
対
す
る
監
視
と
弾
圧
が
更
に
強
ま
っ

た
と
い
う
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
同
事
件
の
捜
査
・
裁
判
の
過
程
に
お
い
て
韓
国
の
キ
リ
ス
ト
者
と
宣
教
師
の
協
力
関
係
が
明
ら
か
に
な

り
、
総
督
府
が
そ
れ
に
対
し
て
敵
対
感
情
を
露
骨
に
示
す
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

総
督
府
は
神
道
や
組
合
教
会
の
日
本
人
に
よ
る
韓
国
人
伝
道
を
奨
励
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
韓
国
人
の
民
族
的
、
宗
教
的
主
体
性
を
弱
め
る

策
を
採
る
と
と
も
に
、
仏
教
、
特
に
東
学
革
命
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
天
道
教
に
対
し
て
は
、
管
理
、
監
視
を
厳
し
く
し
た
。
結
局
、
こ
の
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よ
う
な
総
督
府
に
よ
る
宗
教
弾
圧
政
策
が
他
の
宗
教
者
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
者
を
三
・
一
運
動
へ
の
積
極
的
参
加
に
導
い
た
、
と
論
じ
て
い

る
。（

Ⅲ
）「
三
・
一
運
動
の
胎
動
・
準
備
過
程
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
」
に
お
い
て
李
教
授
は
、
海
外
の
独
立
運
動
家
の
間
に
お
け
る

キ
リ
ス
ト
者
の
働
き
に
目
を
向
け
る
。
ま
ず
最
初
に
李
論
文
は
、
上
海
に
亡
命
し
て
い
た
長
老
派
伝
道
師
の
経
歴
が
あ
る
呂ヨ
・
ウ
ン
ヒ
ョ
ン

運
亨
が
組
織
し

た
新
韓
青
年
党
、
ハ
ワ
イ
の
朴パ
ク
・
ヨ
ン
マ
ン

容
萬
ら
の
大
韓
人
国
民
会
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
安ア
ン
・
チ
ャ
ン
ホ

昌
浩
、
閔ミ
ン
・
チ
ャ
ン
ホ

讃
鎬
牧
師
ら
の
大
韓
人
国
民
会
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
金キ
ム
・
ホ
ン
シ
ク

憲
植
ら
の
新
韓
協
会
、
さ
ら
に
東
京
の
在
日
韓
国
人
留
学
生
が
組
織
し
た
朝
鮮
基
督
教
青
年
会
（
Y
M
C
A
）、
朝
鮮
留
学
生

学
友
会
、
上
海
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
李イ
・
ク
ワ
ン
チ
ュ

光
洙
ら
を
加
え
た
朝
鮮
青
年
独
立
団
な
ど
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
を
列
挙
し
て
い
る
。
こ

の
中
で
李
教
授
は
、
在
日
留
学
生
の
「
二
・
八
独
立
宣
言
」
を
「
三
・
一
運
動
の
荘
厳
た
る
序
曲
」
と
高
く
評
価
し
、
ま
た
、「
一
〇
五
人

事
件
」
に
連
繋
し
た
牧
師
、
信
徒
の
間
に
そ
の
後
も
国
内
外
、
特
に
上
海
と
韓
国
西
北
地
方
に
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
、
そ
れ
が

独
立
運
動
の
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

次
に
、
独
立
運
動
に
お
い
て
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
天
道
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
合
作
、
と
い
う
困
難
な
課
題
を
解
決
す
る
の
に

貢
献
し
、
ま
た
長
老
派
と
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
連
携
を
促
進
し
た
李
昇
薫
、
青
年
・
学
生
ら
を
リ
ー
ド
し
た
朴
煕
道
、
更
に
、
ソ
ウ
ル
在
住
の
宣

教
師
、
各
国
領
事
館
、
日
本
政
府
、
米
大
統
領
ら
へ
の
連
絡
役
を
果
た
し
た
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
、
金
マ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
女
性

キ
リ
ス
ト
者
の
働
き
を
列
挙
す
る
。

こ
の
節
に
お
け
る
結
論
は
、「
三
・
一
運
動
の
胎
動
段
階
か
ら
、
国
内
の
構
想
・
実
施
段
階
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
少
な
く
な
い
貢
献
を

し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
何
よ
り
の
証
拠
と
し
て
、「
独
立
宣
言
書
に
署
名
し
た
民
族
代
表
者
三
三
人
中
一
六
人
が
キ
リ
ス
ト
教

側
人
物
で
あ
り
、
主
要
人
物
五
一
人
中
二
五
人
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
」
と
い
う
事
実
を
挙
げ
て
い
る
。
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（
Ⅳ
）「
キ
リ
ス
ト
者
の
役
割
と
キ
リ
ス
ト
教
史
的
理
解
」
に
お
い
て
李
論
文
は
、
社
会
運
動
し
て
見
た
場
合
、
三
・
一
運
動
に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
者
の
役
割
は
、
新
民
会
と
の
連
繋
性
、
運
動
の
大
衆
化
、
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
意
識
の
分
化
の
三
点
で
あ
る
と
分
析
す
る
。
ま
ず
第

一
に
、
三
・
一
運
動
の
準
備
過
程
に
お
い
て
新
民
会
の
創
立
者
、
安
昌
浩
と
そ
の
関
係
者
、
三
・
一
運
動
勃
発
後
に
は
新
民
会
出
身
者
、
お

よ
び
新
民
会
の
後
を
継
い
だ
朝
鮮
国
民
会
、
大
韓
国
民
会
の
関
係
者
が
、
直
接
的
、
間
接
的
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
社
会
運
動
を
展
開
し
た
と

さ
れ
る
。

第
二
に
、
三
・
一
運
動
は
、
従
来
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
が
弱
か
っ
た
南
部
地
域
、
キ
リ
ス
ト
者
学
生
、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
者
女
性
の
間
に
キ

リ
ス
ト
者
大
衆
の
自
覚
を
促
す
大
き
な
役
割
を
与
え
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
者
大
衆
が
ま
た
、
多
様
な
地
域
、
階
層
の
独
立
運
動
を
担
う
も
の
へ

と
成
長
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。

第
三
に
、
三
・
一
運
動
の
準
備
過
程
で
起
こ
っ
た
独
立
請
願
論
（
キ
リ
ス
ト
教
側
の
民
族
代
表
、
吉キ
ル
・
ソ
ン
ジ
ュ

全
宙
ら
）
と
独
立
宣
言
論
（
キ
リ

ス
ト
教
側
の
民
族
代
表
、
李イ
・
昇ス
ン

薫フ
ン

ら
と
天
道
教
、
仏
教
側
）
の
間
の
論
争
は
、
結
局
、
李
昇
薫
の
説
得
で
独
立
宣
言
論
の
線
で
収
ま
り
、

三
・
一
独
立
宣
言
と
な
っ
た
が
、
独
立
請
願
論
の
政
治
的
現
実
主
義
は
三
・
一
運
動
の
勃
発
後
も
存
続
し
、
キ
リ
ス
ト
者
の
政
治
意
識
の
分

化
を
促
し
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
完
全
独
立
に
よ
る
民
主
共
和
国
建
設
」
を
目
指
す
立
場
と
、「
自
治
に
よ
る
漸
進
的
な
独
立
国
家
建

設
」
を
目
指
す
立
場
の
分
化
で
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
の
流
れ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
分
析
す
る
。

最
後
に
、（
Ⅴ
）「
終
わ
り
に
」
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
が
三
・
一
運
動
に
積
極
的
に
参
与
で
き
た
理
由
と
し
て
、（
1
）武
断
統

治
に
よ
る
大
抵
の
社
会
組
織
の
崩
壊
後
、
唯
一
存
続
し
て
い
た
宗
教
団
体
が
総
督
府
の
弾
圧
に
対
し
て
抗
日
意
識
を
強
化
し
た
こ
と
、（
2
）

他
宗
教
に
比
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
が
近
代
教
育
に
力
を
注
い
だ
結
果
、
近
代
的
、
民
主
的
な
意
識
を
も
っ
た
多
く
の
人
材
を
育
成
し
え
た
こ

と
、（
3
）キ
リ
ス
ト
者
の
間
に
民
族
運
動
に
お
け
る
人
的
、
精
神
的
繋
が
り
、
蓄
積
に
よ
っ
て
民
族
意
識
が
成
熟
し
て
い
た
こ
と
、
の
三
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点
を
挙
げ
る
。

次
に
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
は
、「
三
・
一
運
動
を
通
じ
て
大
衆
化
を
経
な
が
ら
名
実
共
に
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
に
定
着
し
て
い
く

一
方
、
政
治
意
識
の
分
化
に
よ
っ
て
社
会
運
動
の
多
様
化
、
あ
る
い
は
分
裂
の
方
向
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
よ
う
な
脈
絡

に
お
い
て
、
三
・
一
運
動
以
後
に
本
格
化
す
る
社
会
主
義
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

Ⅲ
．
論
旨
へ
の
評
価

1
． 

こ
こ
で
我
々
は
ま
ず
、
李
論
文
の
分
析
を
評
価
す
る
前
提
と
し
て
、
日
本
の
対
韓
国
政
策
と
統
監
府
・
総
督
府
に
よ
る
統
治
に
つ
い

て
以
下
の
基
本
的
な
歴
史
的
事
実
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
明
治
維
新
政
府
は
そ
の
成
立
当
初
か
ら
韓
国
に
対
す
る
武
力
に
よ
る
進
攻
策
を
採
り
、
一
八
七
六
年
の
江
華
島
条
約

（
日
朝
修
好
条
規
）
で
三
港
の
開
港
、
治
外
法
権
、
日
本
貨
幣
の
通
用
、
関
税
免
除
を
獲
得
、
一
八
八
二
年
の
壬
午
軍
乱
を
機
に
済
物

浦
条
約
に
よ
る
賠
償
金
と
政
府
機
構
改
革
の
要
求
、
一
八
八
四
年
の
甲
申
政
変
の
画
策
、
一
八
九
四
年
の
東
学
の
乱
を
契
機
と
し
て

の
軍
事
的
介
入
と
日
清
戦
争
の
開
始
、
日
韓
暫
定
合
同
条
款
に
よ
る
京
釜
、
京
仁
鉄
道
敷
設
権
の
獲
得
、
一
八
九
五
年
の
乙
未
来
事

変
（
閔
妃
殺
害
事
件
）
の
画
策
、
一
九
〇
四
年
二
月
の
日
露
戦
争
開
始
直
後
の
日
韓
議
定
書
に
よ
る
実
質
的
保
護
国
化
、
同
年
八
月
の

第
一
次
日
韓
協
約
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
顧
問
政
治
の
開
始
、
一
九
〇
五
年
日
露
戦
争
終
結
後
の
一
一
月
の
第
二
次
日
韓
協
約
（
乙
巳
保

護
条
約
）
に
よ
る
統
監
府
設
置
に
伴
う
外
交
権
の
剥
奪
、
一
九
〇
七
年
八
月
の
第
三
次
日
韓
協
約
（
丁
未
七
条
約
）
に
よ
る
行
政
権

の
完
全
な
掌
握
、
一
九
一
〇
年
八
月
の
韓
国
併
合
に
よ
る
総
督
府
設
置
、
そ
れ
に
基
づ
く
憲
兵
制
度
の
拡
充
、
言
論
・
出
版
・
集
会
・

結
社
な
ど
あ
ら
ゆ
る
自
由
の
抑
圧
、
い
わ
ゆ
る
一
〇
五
人
事
件
の
捏
造
と
大
弾
圧
、
一
九
一
一
年
の
朝
鮮
教
育
令
、
私
立
学
校
規
則
、
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一
九
一
五
年
の
朝
鮮
布
教
規
則
、
改
訂
私
立
学
校
規
則
に
よ
る
文
化
・
教
育
・
宗
教
の
管
理
政
策
、
な
ど
を
徹
底
的
に
追
求
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
日
本
の
対
韓
政
策
、
統
監
府
・
総
督
府
統
治
は
総
じ
て
、
植
民
地
主
義
的
、
帝
国
主
義
的
支
配
と
呼
ば
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
の
民
族
的
、
国
家
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
的
に
決
し
て
で
き
な
い
。

 2
． 

今
回
の
李
報
告
は
、
同
教
授
の
神
学
博
士
号
取
得
論
文
「
日
帝
下
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
研
究
」
の
第
五
章
「
三
・
一
運
動
と

韓
国
キ
リ
ス
ト
教
」（
一
四
六
―
一
七
九
頁
）
を
土
台
に
、
そ
れ
を
要
約
、
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
短
い
本
報
告
の

背
後
に
、
そ
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
と
な
る
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
史
に
関
す
る
同
教
授
の
膨
大
か
つ
緻
密
な
研
究
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し

て
お
き
た
い
と
思
う
。

こ
の
博
士
論
文
は
、
韓
国
に
お
け
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
、
愛
国
啓
蒙
運
動
、
大
復
興
運
動
、
一
〇
五
人
事
件
、
三
・
一
運
動
、

一
九
二
〇
年
代
初
期
に
お
け
る
文
化
運
動
、
一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
主
義
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
キ
リ

ス
ト
教
社
会
運
動
と
し
て
捉
え
た
場
合
の
意
義
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
方
法
論
的
自
覚
は
そ
の
序
章
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
先
行

研
究
を
十
分
に
取
り
入
れ
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
よ
う
と
す
る
意
欲
的
姿
勢
に
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
。

3
． 

そ
の
博
士
論
文
を
基
調
と
し
た
本
報
告
の
構
成
は
明
確
で
あ
り
、
論
旨
は
一
貫
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
報
告
は
、
日
本
に
よ
る

植
民
地
統
治
、
と
り
わ
け
そ
の
武
断
統
治
に
対
し
て
起
こ
っ
た
三
・
一
運
動
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
い

う
評
価
を
前
提
に
、
運
動
の
準
備
段
階
に
お
け
る
そ
の
具
体
的
な
様
相
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
と
し
て
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
李
論
文
の
分
析
は
、
主
と
し
て
、
朝
鮮
総
督
府
の
教
育
・
文
化
・
宗
教
政
策
、
韓
国
の
北
部
・
南
部
の
教
会
と
キ
リ
ス
ト
者
、
中

国
（
上
海
）、
日
本
（
東
京
）、
ア
メ
リ
カ
（
ハ
ワ
イ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
の
韓
国
人
在
住
者
と
亡
命
韓
国
人
に

向
け
ら
れ
、
社
会
運
動
と
し
て
の
三
・
一
運
動
に
関
し
て
は
運
動
内
部
に
お
け
る
独
立
宣
言
論
と
独
立
請
願
論
の
論
争
史
に
及
ん
で
い
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る
。（
評
者
に
と
っ
て
は
こ
の
最
後
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
両
派
の
論
争
史
の
分
析
が
最
も
興
味
深
か
っ
た
。）

4
． 
李
論
文
の
分
析
は
、
膨
大
な
一
次
資
料
の
中
か
ら
慎
重
に
選
び
出
さ
れ
た
重
要
な
資
料
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
れ
は
高
く
評
価

さ
れ
る
べ
き
特
徴
と
言
え
る
。
特
に
、
一
〇
五
人
事
件
や
三
・
一
独
立
運
動
の
背
景
に
あ
る
新
民
会
や
そ
の
周
辺
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

諸
団
体
の
実
態
の
解
明
の
た
め
に
李
教
授
は
、
総
督
府
の
内
部
資
料
、
憲
兵
隊
司
令
部
編
の
裁
判
資
料
を
多
用
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

我
々
は
、
三
・
一
運
動
の
胎
動
・
準
備
・
発
展
の
諸
段
階
に
多
種
多
様
な
流
れ
と
人
材
、
そ
の
相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
す
る
こ
と

を
従
来
よ
り
も
明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
． 

李
論
文
の
歴
史
記
述
に
は
一
つ
の
顕
著
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
家
と
し
て
の
ロ
ゴ
ス
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
パ
ト
ス
に
よ
る

と
見
る
の
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
例
え
ば
、「
三
・
一
運
動
は
…
…
世
界
史
的
市
民
運
動
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」（
一
頁
）、
総
督
府
の
「
民
族
文
化
の
抹
殺
政
策
」「
民
族
主
体
性
の
抹
殺
政
策
」（
二
頁
）、「
総
督
府
は
…
…
キ
リ
ス
ト
教
者
の
不

屈
の
信
仰
心
と
宣
教
師
の
協
力
体
制
に
対
し
て
敵
対
的
感
情
を
露
骨
に
呈
し
た
」（
四
頁
）、
な
ど
の
表
現
で
あ
る
。
民
族
を
愛
し
、
日

本
の
帝
国
主
義
、
植
民
地
主
義
の
も
と
に
呻
吟
し
た
過
去
の
歴
史
と
、
そ
れ
に
抵
抗
し
解
放
を
勝
ち
得
た
民
族
の
精
神
史
を
物
語
る
姿

勢
に
は
、
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ
る
。

Ⅳ
．
疑
問
と
課
題

李
教
授
の
視
野
の
広
さ
、
分
析
の
鋭
さ
、
歴
史
家
と
し
て
の
パ
ト
ス
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
が
、
評
者
に
は
以
下
の
よ
う
な
疑
問
が
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あ
り
、
今
後
共
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
そ
れ
を
提
起
し
た
い
。

1
．
キ
リ
ス
ト
者
と
い
う
語
の
定
義
の
問
題

李
報
告
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
者
は
全
く
無
定
義
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
議
論
全
体
を
単
調
に
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
信
憑
性
に
陰

を
落
と
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、「
三
・
一
運
動
の
民
族
代
表
四
八
人
…
…
の
中
半
数
近
い
二
一
人
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
」（
一

頁
）、「
キ
リ
ス
ト
教
者
の
不
屈
の
信
仰
心
」（
四
頁
）、「
李
光
洙
（
…
…
当
時
キ
リ
ス
ト
者
と
推
定
さ
れ
る
）、「
独
立
宣
言
書
に
署
名
し
た

民
族
代
表
三
三
人
中
、
一
六
人
が
キ
リ
ス
ト
教
側
人
物
で
あ
り
、
主
要
人
物
五
一
人
の
中
、
二
五
人
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
」（
一
二
頁
）

と
い
う
叙
述
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
は
黒
白
の
よ
う
に
二
分
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
区
別
は
洗
礼
を
受
け
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
か
、
教
会
員
と
し
て
現
に
活
動
し
て
い
る
者
と
い
う
こ
と
な
の
か
が
不
明
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
と
キ
リ
ス
ト
教
側
と
い
う
区
別

は
何
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
「
キ
リ
ス
ト
者
」
の
信
仰
と
行
動
（
独
立
運
動
へ
の
参
加
）
の
関
係
に
つ
い
て
の
問
い
を
引
き
起
こ
す
。
例
え
ば
、
第
三
次

日
韓
協
約
（
一
九
〇
七
年
）
当
時
、
韓
国
の
人
口
一
三
〇
〇
万
人
の
う
ち
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
人
口
は
一
二
万
人
（
一
％
）
で
あ
り
、
韓
国
人

牧
師
は
全
国
で
一
七
名
、
宣
教
師
は
六
五
名
の
み
で
あ
っ
た
。
三
・
一
独
立
宣
言
（
一
九
一
九
年
）
当
時
は
人
口
一
六
〇
〇
万
人
（
？
）
中

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
信
徒
数
は
二
九
万
人
（
一
・
八
％
）
と
見
ら
れ
て
い
る
。
数
少
な
い
教
師
、
聖
書
や
キ
リ
ス
ト
教
文
書
の
普
及
の
遅
れ
、

大
リ
バ
イ
バ
ル
に
よ
る
信
徒
数
の
増
大
と
い
っ
た
事
情
の
中
で
、「
キ
リ
ス
ト
者
」
の
行
動
は
信
仰
的
認
識
と
動
機
に
基
づ
く
も
の
な
の
か
、

「
キ
リ
ス
ト
者
」
が
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
運
動
が
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
と
な
る
の
か
、
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
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2
．
宣
教
師
の
問
題

李
教
授
は
本
報
告
で
は
宣
教
師
を
一
枚
岩
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
博
士
論
文
に
お
い
て
は
特
に
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
と
そ
の
背
後
に

あ
る
教
派
的
、
神
学
的
論
争
の
存
在
と
独
立
運
動
へ
の
関
係
な
い
し
影
響
の
問
題
に
多
少
触
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
李
教
授
は
、
宣
教
師

間
に
、
韓
国
に
お
け
る
宣
教
方
策
、
特
に
韓
国
人
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰
上
の
教
育
方
針
に
お
け
る
一
致
と
同
時
に
多
様
性
が
あ
り
、
そ
の
た

め
に
キ
リ
ス
ト
者
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
間
に
一
致
と
多
様
性
、
あ
る
い
は
調
和
と
混
乱
、
対
立
と
不
信
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
熟
知
し
て

お
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
切
り
込
む
こ
と
を
控
え
て
お
ら
れ
る
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
宣
教
師
の
大
半
は
神
学
校
を
出
た
ば
か
り
の
二
十
代
の
青
年
で
、
信
仰
と
人
格
、
伝
道
の
情
熱
に
あ
ふ
れ
て
は
い
て
も
、
一
般

的
知
識
と
神
学
的
素
養
に
お
い
て
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
更
に
、
多
く
の
宣
教
師
の
場
合
、
彼
ら
が
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
」
に
立
っ

て
い
た
と
い
う
判
断
に
は
問
題
が
あ
る
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
禁
酒
禁
煙
、
禁
欲
主
義
と
同
一
視
す
る
の
は
単
純
な
間
違
い
で
あ
り
、
ま

た
彼
ら
の
多
く
に
は
宗
教
改
革
お
よ
び
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
は
必
ず
し
も
継
承
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
結
果
は
重
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
に
は
韓
国
の
知
識
人
キ
リ
ス
ト
者
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
統
と
神
学
に
よ
っ
て
育
て
る

こ
と
も
、
韓
国
人
キ
リ
ス
ト
者
が
そ
う
し
た
伝
統
と
神
学
を
吸
収
す
る
の
を
助
け
る
こ
と
も
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
を

考
え
た
場
合
、
李
教
授
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
韓
国
人
知
識
人
、
官
僚
が
総
督
府
の
弾
圧
に
苦
し
む
の
を
宣
教
師
た
ち
が
助
け
た
こ
と
が

彼
ら
の
改
宗
を
促
し
た
と
し
て
も
、
彼
ら
の
信
仰
の
質
は
問
題
で
あ
り
、
彼
ら
が
独
立
運
動
の
指
導
的
役
割
を
担
う
に
至
っ
た
場
合
も
、
そ

れ
を
ど
こ
ま
で
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
と
言
え
る
か
は
難
し
い
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。

李
論
文
が
冒
頭
で
三
・
一
運
動
の
内
的
要
因
・
背
景
と
し
て
日
本
に
よ
る
武
断
統
治
、
経
済
的
収
奪
、
文
化
抹
殺
の
三
者
を
挙
げ
な
が

ら
、
キ
リ
ス
ト
者
の
運
動
参
加
の
契
機
は
主
に
文
化
抹
殺
と
の
関
連
に
お
い
て
で
あ
る
、
と
前
二
者
と
の
関
連
に
言
及
し
て
い
な
い
の
も
、
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以
上
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
キ
リ
ス
ト
者
側
に
そ
れ
ら
に
も
取
り
組
む
だ
け
の
力
量
が
ま
だ
欠
け
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。

3
．
資
料
の
問
題

李
論
文
の
立
論
の
中
枢
を
構
成
す
る
の
は
、
一
〇
五
人
事
件
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
秘
密
結
社
、
新
民
会
と
そ
れ
に
属
す

る
キ
リ
ス
ト
者
の
存
在
、
お
よ
び
新
民
会
と
宣
教
師
の
関
係
で
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
李
教
授
は
膨
大
か
つ
難
解
な
総
督
府
資
料
、
特
に

内
務
部
や
憲
兵
隊
の
資
料
を
多
用
す
る
（
有
馬
義
隆
編
『
朝
鮮
総
督
暗
殺
陰
謀
事
件
』
な
ど
は
そ
う
は
言
え
な
い
が
）。
し
か
し
、
一
〇
五

人
事
件
の
場
合
、
拘
束
者
四
〇
〇
人
の
う
ち
一
審
で
有
罪
と
な
っ
た
の
は
一
〇
五
人
、
二
審
で
有
罪
と
な
っ
た
の
は
わ
ず
か
に
六
人
だ
け
、

し
か
も
懲
役
六
年
の
刑
を
受
け
た
五
人
と
懲
役
五
年
の
刑
を
受
け
た
一
人
は
一
九
一
五
年
の
大
正
天
皇
即
位
に
伴
う
特
赦
で
釈
放
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
こ
れ
が
拷
問
に
よ
る
で
っ
ち
上
げ
の
事
件
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
李
教
授
も
博
士
論
文
で
言
及
し
て

お
ら
れ
る
。

一
〇
五
人
事
件
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
（
一
九
一
〇
年
）
日
本
国
内
で
は
い
わ
ゆ
る
大
逆
事
件
が
起
こ
り
、
結
局
、
無
期
懲
役
刑
の
一
二
人

は
翌
日
に
は
恩
赦
で
釈
放
、
幸
徳
秋
水
ら
一
二
人
は
処
刑
と
な
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。
こ
の
事
件
は
当
局
が
一
人
の
若
者
（
宮
下
太
吉
の
爆
弾

実
験
）
を
利
用
し
、
典
型
的
な
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
今
日
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
局
は
宮
下
か
ら
始

ま
り
、
彼
と
何
ら
か
の
関
係
や
接
触
の
あ
っ
た
人
物
を
陰
謀
組
織
が
あ
っ
た
と
し
て
、
次
々
と
逮
捕
し
て
い
っ
た
。
当
局
の
狙
い
は
、
天
皇

制
政
府
に
異
議
申
し
立
て
を
す
る
可
能
性
の
あ
る
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
に
警
告
を
発
す
る
と
と
も
に
、
一
般
国
民
に
対
し
て
見
せ
し

め
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
や
キ
リ
ス
ト
者
が
個
々
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

が
、
当
局
が
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
、
自
ら
そ
の
虚
偽
性
を
暴
露
し
た
よ
う
に
、
彼
ら
が
陰
謀
実
行
の
た
め
の
秘
密
組
織
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
い
た
こ
と
は
な
い
。
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大
逆
事
件
と
の
パ
ラ
レ
ル
で
見
た
場
合
、
総
督
府
側
は
新
民
会
の
実
力
と
範
囲
、
宣
教
師
と
の
緊
密
な
関
係
な
ど
を
相
当
に
水
増
し
し
て

検
挙
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
総
督
府
資
料
は
李
教
授
の
よ
う
に
額
面
通
り
受
け
取
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

4
．
歴
史
学
か
歴
史
神
学
か

最
後
に
、
我
々
が
共
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
問
題
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
か
ら
歴
史
に
取
り
組
み
、
解
釈
し
、
叙
述
す
る
か
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
突
き
詰
め
て
言
う
な
ら
ば
、
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会
と
キ
リ
ス
ト
者
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
周
辺
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

一
般
的
歴
史
学
な
の
か
、
そ
れ
と
も
聖
書
お
よ
び
神
学
を
基
盤
と
し
た
歴
史
の
神
学
な
の
か
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
李

教
授
の
立
場
は
前
者
に
近
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
社
会
科
学
的
な
「
価
値
の
自
由
」
の
原
理
に
縛
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
者
と

そ
の
集
団
で
あ
る
教
会
、
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
の
内
実
を
深
く
捉
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。

　
　
　
主
な
参
考
文
献
（
出
版
年
次
順
）

み
す
ず
書
房
『
現
代
史
資
料
』
25
（
朝
鮮
1
、
三
・
一
運
動
1
、
26
（
朝
鮮
2
、
三
・
一
運
動
2
）、
27
（
朝
鮮
3
、
独
立
運
動
1
）（
一
九
六
六
、 

一
九 

六
七
、
一
九
七
〇
）

F
・
A
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
『
朝
鮮
の
自
由
の
た
め
の
闘
い
』（
韓
皙
曦
訳
、
太
平
出
版
社
、
一
九
七
三
）
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H
・
G
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
『
朝
鮮
の
叫
び
声
』（
韓
皙
曦
訳
、
未
來
社
、
一
九
七
六
）

市
川
正
明
編
『
三
・
一
独
立
運
動
』
第
一
巻
（
原
書
房
、
一
九
八
三
）

小
川
圭
治
・
池
明
観
編
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
資
料 

一
八
七
六
―
一
九
二
二
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
八
四
）

片
野
真
佐
子
『
孤
憤
の
ひ
と
柏
木
義
円
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
九
三
）

富
坂
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
編
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
天
皇
制
・
キ
リ
ス
ト
教
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）

李
致
萬
「
日
帝
下
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
研
究
」（
同
志
社
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
四
）

徐
正
敏
『
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
史
研
究
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
〇
九
）

信
州
夏
期
宣
教
講
座
編
『
韓
国
併
合
か
ら
一
〇
〇
年
』（
い
の
ち
の
こ
と
ば
社
、
二
〇
一
〇
）

田
中
伸
尚
『
大
逆
事
件
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）

伊
藤
之
雄
『
伊
藤
博
文
を
め
ぐ
る
日
韓
関
係
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
）

ky5326aｲ･ﾁﾏﾝ応答_松谷d偶.indd   182 12.10.10   0:45:17 AM




